






これらの異常所見は、いずれも凍結・解凍の過程にともなう所見であると考えられ、今後、

これらの損傷を軽減する方法の開発が望まれるところです。 
 
凍結精子で生産した幼生・稚貝の飼育成績 

 凍結精子で生産されたアコヤガイは、正常に成長するのか？このことは、凍結保存技術

を種苗生産現場に実用化できるかどうかを評価するのに大変重要です。仮に、凍結精子を

使った場合に貝の健全性に異常が認められれば、凍結保存技術が全く使えない技術となる

かもしれないのです。 
 そこで、アコヤガイ 1個体から得た精子を、①凍結精子、②通常精子に分けて、それぞ
れ一定量の卵に加えて受精させ、生まれた幼生の成長、形態、生残率、摂餌能力を比較し

ました。その結果、これらの項目については凍結精子および通常精子による幼生では、特

に差はありませんでした。また、幼生期以降の稚貝、成貝期においても、両者の間に成長

や生残率の差はみられませんでした（図 2 参照）。これらのことから、凍結精子で生産し
たアコヤガイの健全性には問題がなく、凍結保存技術は実用化が可能であると判断されま

した。 
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今後の展開 

 これまで述べてきたように、われわれのプロジェクト

な凍結保存の方法を示したことで、一定の成果を得まし

結・解凍後の精子には運動率や受精能力の低下がみられ

す。また、実用面では、作業の効率化の観点から、より

凍結保存する技術や凍結方法の簡便化などが求められる

 種苗生産現場において凍結保存技術を導入するには、

少のコストがかかりますが、凍結保存の維持は液体窒素

要ありませんので、簡便かつ比較的ローコスト（凍結保

うことができると考えられます。大切な改良アコヤガイ

産の効率化・安定化のために、今後、凍結保存技術の導

す。 
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図２．通常精子および凍結

精子により生産したアコヤ

ガイ 2年貝の成長の比較 
 
→両者に差は認められませ
んでした！ 

では、アコヤガイの精子の効果的

た。しかしながら、現状では、凍

、これらの技術的改良が望まれま

大量の精子を 1 回（1 ロット）で
と思います。 
初期投資として機器等の整備に多

を充足するだけで特段の技術は必

存する規模によりますが）で、賄

を途絶えさせないために、また生

入がはかられることが期待されま
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伊勢湾の透明度の長期変動について 
 

鈴鹿水産研究室 藤田弘一 
 

  

 海の透明度とは、水中で光をさえぎる微粒子が多いか少ないかによって変わります。水

中を漂うプランクトンや砂泥粒子などが多いほど透明度は低下し、少なければ高くなるわ

けです。その測定は透明度板という直径 30cm の白い円盤を沈めていき、見えなくなる深
さのメートル単位で表されます。これは数回

繰り返す事により、個人差や天候による違い

もほとんど無くなるので、海水の見た目がき

れいかどうかの目安にもなります。 

図１．伊勢湾海洋観測点           
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 現在行われている伊勢湾の定期的な海洋観

測は、1972年以降続けられていますが、今回
それを 1950年までさかのぼり、データを整理
することが出来ました。観測場所など若干異

なりますが、ほぼ同じような場所での調査結

果を一連のものとしてまとめてみました。            

図 1の左は 1953年発行の伊勢湾鰯資源調査報
告書に記載されていたものです。当時の水産試験場調査船や三重県経済部水産課の漁業取

締船、さらには漁船も動員してのかなり大がかりな調査だったようです。右は現在の観測

点で，全 16カ所の観測を 2003年以降は調査船あさまにより 1日で実施できるようになっ
ています。この中から、四日市港と名古屋港の間にある Stn.2 のデータを紹介します。図
2 に 1950 年から 2007 年までの透明度の年平均値を示します。細い線は年平均値で太い線
は 3カ年の移動平均値です。
1950 年代はじめには 3.5m 程
度あったのが、1960年代後半
には 2.5m程度と 1mも低くな
って、濁りが増していったこ

とがわかります。1970年には
水質汚濁防止法が制定され翌

年からは事業所からの排水制

限が行われるようになり、

1980 年からは伊勢湾総量規
制が実施されるようになりま

した。1970年頃を底として以
降の透明度は徐々に回復傾向

にありましたが、1990年代後
半からは再び低下しつつある

ようです。これには春季から

図

1950 年～2007

1970 年の水質汚

す．  
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平均透明度の推移 

線は 3 カ年の移動平均値を示す

の伊勢湾総量規制実施を縦線で



夏季の透明度の低下が影響しているよ

うです。Stn.2における年間の透明度の
変化は図 3に示すとおり、冬季の 1月
に最も高く、夏季の 7月に最も低くな
ります。5月の透明度の経年変化を図 4
に示します。図 2の年平均透明度の年
変化と同調して、1990年代後半から低
下する傾向がみられます。この原因と

してはプランクトンの大量発生、いわ

ゆる赤潮が考えられます。近年、春季

の赤潮発生規模が拡大する傾向にあり

ます。このことが透明度の年平均値を引

き下げ、図 2に示す 1990年代後半以降
の低下につながっていると推察されま

す。一方、近年、伊勢湾における貧酸

素水塊（溶存酸素量 2ppm以下の水塊。
例年、夏季を中心に底層に発達する。

時に魚介類の大量へい死を引き起こ

す）が春季（6 月頃）から発達し、出
現期間が長期化する傾向が認められて

います。貧酸素化は、底層に堆積した

赤潮プランクトンの死骸等（有機物）

がバクテリアによって分解される際に

水中の酸素が消費されることによって

進行します。春季における赤潮発生規

模の拡大が貧酸素水塊の早期発生、ひ

いては出現期間の長期化につながっている可能性が示

境に関する研究を進める中で、春季に発生する赤潮の

模拡大の原因について検証していきたいと考えていま
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1

図３．Stn.2における月平均透明度
（1950 年～2007 年の平均と標準偏差）  
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5月 Stn.2生データ 3カ年移動平均
図４．Stn.2における 5 月の透明度の推移 

1950 年～2007 年．1970 年水質汚濁防止法，1980 年
唆されます。今後、伊勢湾の漁場環

実態を詳細に把握するとともに、規

す。 

総量規制を縦線で示す．  







暖水渦となって熊野灘沿岸に滞留しました。これを機に、マアジ 0歳魚は熊野灘沿岸各所
の定置網でも好漁となり、その後、7 月まで漁獲が続きました。以上のように、今春は熊
野灘沿岸にマアジ 0歳魚が補給されやすい海況条件にあったと言えます。 

 
おわりに 

2008（平成 20）年の春・夏季における熊野灘沿岸定置網でのマアジ豊漁現象は、2008
年発生群の高い資源量を背景に、熊野灘への補給に有利な海況条件（黒潮内側反流の流入）

が加わったことによって引き起こされたと考えられます。 
水産研究所のこれまでの研究によれば、熊野灘沿岸におけるマアジ漁獲物の大半は、例

年 0歳魚と 1歳魚であることがわかっています。また、マアジ 0歳魚の漁獲が多かった年
の翌年は 1歳魚の漁獲が多い傾向がみられます（逆に 0歳魚の漁獲が少なかった年の翌年
は 1歳魚の漁獲が少ない）。これらのことから、0歳魚期に熊野灘沿岸に加入したマアジ資
源は、少なくとも 1歳魚まではこの海域周辺に留まっていることが示唆されます。この推
論が正しければ、0 歳魚の加入状況からその後のマアジ漁況を予測することが可能となり
ます。今後も研究を継続し、熊野灘沿岸へのマアジ 0歳魚の来遊機構を明らかにしていき
たいと考えています。 
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現場レポート現場レポート現場レポート現場レポート

今年のアワビ漁を振り返って 

 
水産資源育成研究課 松田浩一 

 
今年のアワビ漁は 9 月 14 日に終了しました。みなさんの地先での漁模様はいかがでし
たでしょうか。近年はアワビの漁獲量が年々減少し，海女さんたちなど潜水漁を行ってお

られる方々にとっては厳しい状況が続いていることと思いますが，今期のアワビの漁獲量

は昨年より増えた地区が多く，少しは明るい話が増え 
たかもしれません。農林水産省による正式な漁獲量の 
発表はまだ先になりますが，主要な漁協の漁獲情報を 
見ますと，県内の漁協のうち最も多くアワビが漁獲さ 
れている志摩の国漁協における今年の漁獲量は，クロ 
アワビが 11トン，シロアワビ（鳥羽ではアカアワビ 
と呼ばれていますが）※が 24トンと，いずれも昨年と 
比較して 1.4倍，1.7倍と大きく増加しました（図 1）。 
鳥羽磯部漁協でも，クロアワビが 9トン，シロアワビ 
が 11トンと，昨年よりそれぞれ 1.7倍，1.8倍の増加でした
年の漁獲量より少なく，20年前との比較では志摩の国漁協で
分の 1程度であり，低迷している状況には変わりありません
く落ち込んだことを考えると，喜ばしいことと思っています

アワビの漁獲量が減少している原因として，親のアワビが

都合が生じている，水温の高温化や浮泥の増加などアワビの

ワビの餌となる海藻類が減少している，など多くの可能性が

な原因はまだ明らかになっていません。天然で発生する稚ア

れを補うように人工生産されたアワビ種苗が各地先で放流さ

水産研究所では，人工生産された種苗の放流適地の検討や，

放流効果を更に高めるための技術開発を行っています。この

重ブランド」でもあるアワビの生産が安定するよう，貢献し
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図 1 鳥羽磯部漁協と志摩の国漁協におけ
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※ シロ（アカ）アワビは，三重県で漁獲される大型アワビ類 3 種のう
とマダカアワビを総称した呼び名。 
写真１. 放流直後のアワビ種苗 

。増えたといっても，平成 17
10分の 1，鳥羽磯部漁協で 4
が，平成 19年の漁獲量が大き
。 
減少して稚アワビの発生に不

漁場環境が変化している，ア

考えられていますが，決定的

ワビが減少しているため，そ

れています（写真１）。三重県

食害対策の検討など，種苗の

ような技術開発によって「三

ていきたいと考えています。 

ビ シロ（アカ）アワビ

志摩の国漁協

るアワビ

ちクロアワビ以外のメガイアワビ







ニュースニュースニュースニュース

 

真は現場海域の流れが

くなると沈む特性があ

熊野灘沖浮魚礁の水温・位置情報の提供 

 
 

 

パヤオと呼ばれる簡易型の浮魚礁は設置されていましたが、位置や水温などの情報は得ら

れませんでした。今回設置された浮

魚礁には GPS と水温センサーが取
り付けられており、衛星通信によっ

て

究所へ送ってきます。水産研究所で

は

 

潮が速

                        資源開発管理研究課 久野正博

三重県は平成 20(2008)年 3 月、熊野灘の沖合約 30 マイルに浮 .2 と
o.3）を設置し、4 月から運用を開始しました。浮魚礁にはカツオ等の回遊性魚類が集ま

魚礁 2 基（図 1 の No
N
り、漁業生産の向上および地元への水揚げの増加が期待されます。これまで熊野灘沖には

図１．浮魚礁設置位置（矢印は吹かれ方向の例） 

2時間ごとに位置と水温を水産研

浮魚礁から送られてきたデータを

図や表に自動処理して水産研究所の

ホームページで「浮魚礁データ速報」

として公開しています。 
この浮魚礁は熊野灘沖の水深

1,000～2,000m の海域に係留されて
いることから、潮の流れによって大

きく振れ回ります。GPSによる位置
データは浮魚礁の現在位置を知る重

要な情報であるだけでなく、吹かれ

方向から現場海域の流向を知ること 
もできます。           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写

12

0.5 ﾉｯﾄ程
り、4

呼ばれ、 
した。 

度の緩やかな状態。この浮魚礁は浮沈式と

月には 2 ﾉｯﾄを越える流速で一時的に沈みま

礁の様子（2008．7/10） 図２．浮魚





イベント等の報告イベント等の報告イベント等の報告イベント等の報告

マハタ養殖に関する研修会が開催されました 

尾鷲水産研究室 土橋靖史 

 10 月 15～17 日の 3 日間と 10 月 22 日に南
いてマハタ養殖に関する研修会が開催され、 をつとめまし

の高い新しい養殖魚種として、高級魚であるマハタを導入し、経営の安定に寄与するため、

尾鷲水産研究室ではマハタの種苗生産および養殖に関する技術開発、（財）三重県水産振興

業団（三重県尾鷲栽培漁業センター）では、尾鷲水産研究室からの技術移転を受けなが

らマハタの種苗生産事業に取り組んでいます。この研修会で

記のとおり紹介し、養殖漁業者の方に新しい養殖魚種（マハタ）の導入に必要な手法や

．マハタ養殖マニュアルの配布と説明について     

たは普通と回答されました。また、質問、要望につい

て kg単価がいくらならお店で使用する気になるのか、養殖マハタの臭い、
ウイ 形態異常対策などがあり

まし

マハタ およびマハタの種苗生産、養殖に関するご質問、ご要

望が い。 

 

 

伊勢町、紀北町および尾鷲市内の 2 カ所にお
尾鷲水産研究室の研究員が講師

た。 
三重県東紀州地域では魚類養殖業が重要な産業となっていますが、主要魚種であるマダ

の魚価が低迷しており、餌料や燃油の高騰と併せて、漁家経営を圧迫しています。魚価イ

事

は、これらの取り組み結果を

下

知識を習得していただきました。 
○研修会の内容 
１

２．東紀州地域の水産業活性化対策事業による調理師の方への養殖マハタに対する 

アンケート結果について 
３．今年度のマハタ稚魚の生産状況について 
４．その他（クエ海面養殖の可能性について） 
研修会には 4 会場で南伊勢町以南の魚類養殖業者合計 51 名の参加がありました。参加
者へのアンケート結果によると、最も興味を持たれた内容はマハタ養殖マニュアルで、次

に今年度のマハタ稚魚の生産状況でした。研修内容については、9 割以上の方がわかりや
すかったまたは普通、期待どおりま

は、調理師の方は

ルス性神経壊死症（VNN）の発症期間、ワクチンの実用化、
た。 
養殖マニュアルの配布要望

ありましたら尾鷲水産研究室までご連絡くださ

   
ﾏﾊﾀ養殖ﾏﾆｭｱﾙ          研修会の模様        今年度生産のﾏﾊﾀ(右),ｸｴ(左)稚魚 
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